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学 位 論 文 内 容 の 要 旨
WHOとNCEPATP･ⅠⅠ基準のメタポリックシンドローム(MetS)は心疾患の頻度と死亡率
を上昇させることは明らかであるが､IDFについてはいまだはっきりしていない｡我々は
日本人の 2型糖尿病患者において症例対象研究で MetSと無症候性ラクナ梗塞､
Cardiovasculardisease(CVI)の関連について検討し､さらに尿中蛋白についても検討した.
症例は233人でMetSはWHOとIDFの基準で診断した.ラクナ梗塞は頭部MRIにて､
CVDは聞き取り調査した.MetSの頻度はWHO31.3%､IDF52%で､微量アルブミン尿
陽性患者は26.6%であった｡IDF基準やアルブミン尿とラクナ梗塞との関連は有意ではな
かったが､WHO基準とラクナ梗塞の関連は有意であった(OR=2.854,P=0.035).CVDにつ
いてはMetSにも微量アルブミン尿にも関連は認められなかったが､NAG､β2ミクログ
ロブリン､PGDSの尿中蛋白との間には有意に関連がみられ､ロジスティック解析では尿
中PGDSとCVDの関連がもっとも有意であると考えられた(OR=3.847,p=0.025)
論 文 審 査 結 果 の 要 旨
本研究は本邦2型糖尿病患者においてメタポリックシンドローム (MetS)と無症候性
ラクナ梗塞､CardiovascularDisease(CⅦ)の関連を検討し､CⅦ についてNAG､β2
ミクログロブリン､Lipocalin-typeProstaglandini)synthase(PGDS)などの尿中蛋白と
の間に有意の相関を検出し､ロジスティック解析において尿印 GDSとCⅧ の関連性が
最も有意であることを見出している｡
以上の結果は､尿中蛋白と2型糖尿病の血管病変との関連において重要な知見であり､
また本症の病態診断に関する貴重な業績であるo
よって､本研究者は博士 (医学)･の学位を得る資格があると認める｡
